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広場で賑わいを生み出す
実験をする

　「これからは、行動（activity）をデザ

インすることが多く求められるようにな

ると思います」とアルマザンさん。特に

地方都市におけるプロジェクトでは、コ

ミュニティを育み、地域の活性化に役立

つ公共空間が必要とされている。そのた

めにはどのようなデザインにすればよい

のだろうか。

　これまでの都市研究において、人が集

まって賑わうには、座って滞在できる公

共空間が必要だと言われてきた。ところ

が日本には滞在できる公共空間が少ない。

アルマザンさんは、座って滞在できる公

共空間を提供することによって、日本の

人々がどんな行動を取るか、現場で観察

を試みた。

　実験場所に選んだのは観光スポット

として人気の横浜赤レンガ倉庫（神奈川

県・横浜市）。建物内はショップや飲食

店があって賑わうが、中央に位置する広

場は活用されておらず、がらんとしてい

る。そこで、この場所に300脚の動か

せる椅子を設置してみた。不要となった

学校の椅子を市民参加型のワークショッ

プでカラフルに塗装して生まれ変わらせ、

低予算ながらも個性的で魅力的な椅子を

作って広場の好きな場所で使えるように

した（左の写真）。

　この実験は2016年1月に行われたが、

真冬にもかかわらず多くの人が椅子を自

由に使ってそれぞれの時間を楽しみ、賑

わいのある空間になったという。当日の

様子はビデオに収め、人々の行動を詳し

く分析した。

　アルマザンさんは、この実験結果を含

め、これまでの研究成果を実際のプロ

ジェクトの設計に生かしている。代表的

行動（activity）をデザインする

　建築デザインには３つの重要な要素が

あるとアルマザンさんは考える。それは

形態（form）、環境（environment）、そ

して人々の行動（activity）だ。建築デ

ザインの本来の主要なテーマは「形態」

だったが、1970年代以降は、持続可能

性（sustainability）が社会的に大きな問

題となり、「環境」を考慮した建築が必

要とされるようになった。

　しかしながら「行動」の要素は、これ

まで十分に注目されてきたとは言い難い。

「有名な建築家に依頼したら、かっこい

いけれど使いにくいものになってしまっ

た、という話はよく聞きます。それは私

たち建築デザイナーの課題ですね」。

　アルマザンさんは、この３つの要素が

うまく実現した理想的な空間として、日

本の“縁側” をあげる。「どんな縁側でも

本当に美しいし、庇
ひさし

によって夏は涼しく、

冬は暖かい構造です」。加えて外と内と

の中間領域にあることから、それぞれの

活動を分断せずにうまくつなげる働きが

ある。「外を通る近所の人にあいさつし

たり、誰かと一緒に庭を見てリラックス

したりするなど、縁側によって引き出さ

れる行動があります」。

　このような行動を伴った空間を設計す

るためには、理論的に考えるだけではう

まくいかない。実際に行動を起こし、そ

の結果について検討を重ねることが重要

である。

　アルマザンさんは、このような研究手

法として、社会心理学者のクルト・レ

ヴィンが提唱した「アクションリサーチ

（行動＋理論）」を建築デザインに応用し

ている（次ページの図）。検討を重ねる

中で、物事の背後にある深い問題に気づ

かされることもあるという。

今、日本の地方都市では、市民によるまちづくりプロジェクトがさまざまな形で進行し

ている。高齢化と過疎化が進むまちに賑わいを取り戻すためには、コミュニティを育む

拠点となる“場”の役割が重要だ。世界の都市を研究してきたアルマザンさんは、建築デ

ザインを通して新たなまちづくりに貢献している。

今回登場するのは、建築デザインでコミュニティづくりに貢献する
ホルヘ・アルマザン准教授です。

研究紹介

建築デザインの力で
地方都市を活性化する
実践的なアクションリサーチの研究手法を展開

横浜赤レンガ倉庫前広場のイベントの様子
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なまちづくりプロジェクトの一例を紹介

しよう。

研究成果をまちづくり
プロジェクトに活かす

　上の写真と設計図は、山梨県市
い ち

川
か わ

三
み

郷
さ と

町
ちょう

に残る有形文化財「旧二葉屋」の敷地

内にある酒蔵を改修してギャラリーにし

たものだ。現地のまちづくり団体「市川

マップの会」と共同で設計し、地域活性

化の拠点づくりを目指した。ギャラリー

の内外で多様な活動が行えるように、主

屋とギャラリーの舞台をつなぐように飛

び石を配置している。

　「候補地は江戸時代の古い蔵でしたが、

構造的に危険や問題はありませんでし

た。解体して新築する方法もありました

が、解体費用も高額ですから、リノベー

ションで活用することを勧めました」。い

ろいろな提案を模型を作って見せながら、

市民たちと一緒に設計を進めたという。

　このプロジェクトの一番の特徴である

蔵の中と外がつながった舞台は、もとも

と予定されていたものではなく、ディス

カッションの中から生まれたものだ。施

設のオープン後は、能をはじめいろいろ

なイベントが頻繁に行われている。婚活

パーティーでも盛り上がっているらしく、

「地域に貢献できてうれしい。建築の力

を実感します」とアルマザンさんは笑顔

を見せた。

変わってきた建築家の役割

　現在、ヨーロッパや日本では、新築よ

りもむしろ、建物の維持や再生など、リ

ノベーションの重要性が増している。こ

れにより、建築家の役割が拡張されてい

るとアルマザンさんは言う。「コミュニ

ティの運営や管理に関わったり、自分達

で地域の問題を調べて解決策を提案した

り、社会活動家に近い役割が求められて

いると感じます」。

　このようなことから、アルマザンさ

んは自らの研究室の活動を、「社会活動

（Social action）」「研究（research）」「学

び（learning）」の３つの柱のもとに展開

している。

　アルマザンさんがとくに強調するのは

「学び（learning）」の重要性だ。「研究と

教育プログラムを分けて考える人も多く

いますが、私はそれを一緒に考えていま

す。だから「教育（education）」ではな

くてlearningという言葉を使っている

のです」。

　学生には、実際のプロジェクトを動か

しながら、多くのものを学んでほしいと

願っている。これまでの建築の枠にと

らわれずlearningする建築家の努力が、

プロジェクトを活性化させ、成功に導く

のだろう。� （取材・構成　平塚裕子）

「旧二葉屋」の敷地内にある酒蔵を改修したギャラリー。

いろいろな使い方で楽しまれる蔵と舞台。

人々の動線を検討するための設計図。

アクションリサーチによる問題解決手法
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改修前の古い酒蔵。


